
第１週 防災を題材にした「道徳の時間」を全学級で

どんどん忘れていく自分が大嫌いです。

震災のあった日のことは今でもよく覚えています。小学校の卒業式を間近に控えた大雪の

降った日のことでした。まるで旅客船が転覆するような激しく大きい揺れ，友達の叫び声泣き

声，まだ小学６年生でしたがあのときほど死を身近に感じたことはありません。怖くて震えが止

まらなかったのも覚えています。幸い私の住む地域は内陸でしたので津波の被害は免れまし

た。しかし停電していたために沿岸部での津波の被害をこの目で確認できたのは震災発生から

１週間も後のことでした。友達が津波で亡くなりました。大好きな親戚が被爆しました。

あのときは私も死にたくなるくらい辛かったのに，今では痛みも薄れ，記憶も薄れ，声も忘れ，

不自由なく毎日を過ごしています。そんな自分が大嫌いです。どんどん忘れていく自分が大嫌

いです。あのときは食事やお風呂だってままならなかったのに。必死に被災地を思って毎日生

きていたのに。メディアも嫌いです。風化してしまったのはメディアにも責任はあるのに，忘れさ

せないためにメディアがどうにかしてくれなきゃ私たちはなす術もないのに。そういうことを

思う夜は眠れなくなります。喉の奥が詰まったかのように苦しくて仕方なくなります。でも私た

ちは生きねばなりません。

～中略～

私は将来精神科医になることが夢です。亡くなってしまった親戚や友達のためにも私は一

瞬一秒も無駄にできません。だからどうか，みなさんも。あの日のことを忘れないでほしい。日

本人の心の美しさを誇ってほしい。助け合ったことをこれからも伝え続けてほしい。忘れてはい

けないのだ。絶対に，絶対に，絶対に，忘れてはいけない。

ゆあ 宮城県 １６歳 女

◆自然災害は避けては通れない。しかし，そのあとどのように元通りにしていく

か，自分にできることをするか，それを考えることができるか，それで人の在

り方は変わってくる。みんなでやればどんなことでも乗り越えられると思う。

◆地震の様な自然災害はいつ起きてもおかしいものではありません。被災すれ

ば心も暗く，希望も消えてしまうと思います。でもその中で，みんなが協力し，助け合うことが大切になって

くることが分かりました。私も人のために，自分が出来ることをしたいです。

◆毎日当たり前のように学校へ行き，食事をしたり勉強したりを繰り返してい

るけど，必ずしもそれが当たり前ではないのだなと，資料を読んで感じま

した。そう思ったら，１日１日大切にして生きていかなければいけないなと

思います。これから大人になって，大きな災害が起こったとき，誰かのた

めに何かを守れるような人になりたいです。

１学年読み物資料

第２週 全教科で防災学習を～片山防災アカデミー～

◆体育で防災について学びました。足をけがしている人にはどう対応するかなどを学びました。一番印象に

残っているのは，ジャージを活用して担架を作って人を運ぶことです。意外にも丈夫で驚きました。災害時

には，学んだことを生かしたいです。

◆英語で，国語でおこなった「やさしい日本語」を英語に直しました。難しかったけれど，私たちでも言える言

葉もありました。もっと知りたいです。

◆音楽で「未来へつなぐメッセージ」という曲を聞きました。被災者の思いや言葉をもとに作られたそうです。

すごくいい歌でした。

◆社会で防災のことについて学びました。枕崎台風という台風が，戦後まもなくに来て，呉市に大きな爪あと

を残したそうです。呉の過去は，私の知らないことばかりです。



第３週 校内防災ポスタ－優秀作品をちぎり絵に

◆今日ちぎり絵をしました。１枚１枚を見たら何かよく分か

らないけど，４枚つなげると「命！」という文字があらわれ

て少し感動しました。

◆今日１時間目にちぎり絵をしました。とてもなつかしかっ

たです。全校生徒で１つの作品をつくりあげることの楽し

さを味わいたいと思います。

◆今日は学活でちぎり絵をつくりました。細かい作業が好

きなので楽しかったです。きれいに完成してほしいです。
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